
                           

                           

第
十
六
回
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
が
平
成

二
十
二
年
十
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日
、

静
岡
県
松
崎
町
「
石
部
の
棚
田
」
で
開
催
。 

四
谷
の
千
枚
田
か
ら
保
存
会
、
連
谷
お
助

け
隊
十
六
名
が
参
加
し
ま
す
。 

   

四
谷
の
千
枚
田
は
「
第
十
一
回
全
国
棚

田
サ
ミ
ッ
ト
開
催
」
、
平
成
二
十
一
年
度

田
園
自
然
再
生
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
農
林

水
産
大
臣
賞
受
賞
」、
「C

O
P

1
0

協
賛
事

業
招
致
」
、
情
報
誌
の
「
四
谷
の
千
枚
田

だ
よ
り
」、「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
四
谷
の
千

枚
田
」
の
発
行
、
等
々
、
目
に
見
え
た
活

動
も
大
き
く
、
知
名
度
は
全
国
的(

国
際

的)

と
な
っ
た
。
特
にC

O
P

1
0

開
催
期
間

中
、
東
海
農
政
局
主
催
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
参
加
の
世
界
各
国
の
方
々
や

C
O

P
9

開
催
国
の
ド
イ
ツ
国
会
議
員
が
千
枚
田

を
訪
れ
る
な
ど
多
忙
を
極
め
る
。 

 
千
枚
田
を
初
め
て
訪
れ
る
方
々
は
登

り
く
ね
っ
た
県
道
を
走
行
。
突
如
、
鞍
掛

山
麓
南
斜
面
に
広
が
る
棚
田
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
圧
巻
、
感
動
を
お
ぼ
え
る
。
そ

の
、
生
物
多
様
性
に
富
ん
だ
素
晴
ら
し
い

光
景
に
棚
田
を
縦
断
す
る
電
柱
が
し
ば

し
ば
話
題
に
な
る
。 

冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
「
四
谷
の
千

枚
田
」
の
知
名
度
は
高
ま
る
一
方
で
、
本

年
も
既
に
一
万
五
千
人
は
訪
れ
て
い
る
。

(

特
に
本
年
は
関
東
圏
の
バ
ス
会
社
が
ツ

ア
ー
を
組
み
、
頻
繁
に
訪
れ
て
い
る) 

そ
の
、
訪
れ
る
人
た
ち
か
ら
「
電
柱
が

な
け
れ
ば
」
の
声
が
多
い
、
ま
た
、
農
作

業
の
支
障
に
も
な
る
。 

こ
の
よ
う
な
住
民
の
声
を
県
行
政
に

お
願
い
し
た
結
果
、
農
耕
に
支
障
の
あ
る

物
件
移
転
と
し
て
中
部
電
力
、N

T
T

の

ご
厚
意
でC

O
P

1
0

開
催
ま
で
に
天
王
橋

ま
で
の
県
道
下
の
電
柱
は
す
べ
て
移
転

し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
、
現
在
、
移
転
工

事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
。 

                 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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野
分
過
ぎ
棚
田
の
穂
波
光
け
り 

柳
二 

 

 

 

棚田が結ぶ、ふるさとの絆 
～みんなで創ろう！百笑の里～ 

【開催趣旨】先人が営々と働き積み上げた棚田は、壮大な景観と恵み豊かな自然を有
し、地域の歴史が刻まれた未来へ継ぐべき宝物です。しかし、棚田を取り巻く環境は
変化していき、棚田を中心とした恵まれた環境は崩壊しつつあります。 
松崎町石部の棚田も、こうした環境から一度原野と化しましたが、地域住民の手で復
田され、農作業を通じた交流による保全活動でふたたび輝きを取り戻しました。 
地域住民の努力で保全されている全国の棚田を今の私たちが守り続け、普遍的価値の
ある宝として、将来世代へ安心して引き継いでいくために、全国の棚田関係者と意見
交換や交流を図り、一致協力して国民総意の保全意識を高めるべく全国棚田(千枚田)
サミットとを開催します。 

電 

柱 

移 

転 

 



案
山
子 

九
月
二
日
、
連
谷
小
学
校
児
童
九
名
は

今
年
も
学
校
田
に
案
山
子
を
立
っ
た
。 

案
山
子
を
立
っ
た
お
か
げ
か
、
ス
ズ
メ

は
寄
っ
て
こ
な
い
が
カ
メ
ラ
マ
ン
が
毎

日
、
大
勢
寄
っ
て
く
る
。 

 

稲
刈
り
は
二
十
八
日
に
行
わ
れ
る
。 

                

現
地
研
修 

 

九
月
九
日
、
東
海
農
政
局
土
地
改
良
技

術
事
務
所
技
術
指
導
官
の
技
術
力
向
上

の
一
貫
で
実
施
す
る
現
地
研
修
会
に
東

海
農
政
局
のC
O

P
1

0

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
会
場
に
な
る
四
谷
の
千
枚
田
が
選
定

さ
れ
、
全
国
か
ら
参
加
し
た
十
四
名
の
若

手
技
術
官
に
「
千
枚
田
を
守
る
こ
と
の
大

切
さ
、
苦
労
」。
ま
た
、「
ふ
る
さ
と
水
と

土
ふ
れ
あ
い
事
業
で
整
備
さ
れ
た
作
業

道(

景
観
道)

や
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど
を
利

活
用
。
農
作
業
の
軽
減
、
都
市
交
流
な
ど

千
枚
田
を
核
に
し
た
村
づ
く
り
ま
で
発

展
。
村
が
活
き
返
っ
た
」
等
々
、
小
山
舜

二
が
現
地
を
案
内
し
な
が
ら
語
っ
た
。 

 
 
 

稲 

刈 

り 

① 

豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校
三
十
八
名

は
田
植
え
、
生
育
調
査
、
田
の
草
取
り
に

続
き
九
月
九
日
、
千
枚
田
の
実
習
田
で
稲

刈
り
を
実
施
し
た
。 

「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
環
境
活

動
・
学
習
推
進
事
業
」
の
一
環
と
し
て
棚

田
全
体
が
ビ
オ
ト
ー
プ
と
位
置
づ
け
、
稲

の
生
長
調
査
、
田
ん
ぼ
や
小
沢
の
生
き
も

の
な
ど
小
山
舜
二
を
講
師
に
生
物
多
様

性
を
学
ん
だ
。 

               

昼
食
は
地
域
特
産
の
五
平
餅
つ
く
り

に
地
元
の
お
ば
さ
ん
の
指
導
で
挑
戦
、
ま

あ
ま
あ
の
出
来
映
え
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
田
ん
ぼ
で
捕
っ
た
マ
ム
シ
を
五

平
餅
の
炭
火
で
焼
い
て
食
べ
た
の
も
、
よ

い
思
い
出
づ
く
り
で
あ
っ
た
。 

② 

九
月
十
二
日
、
棚
田
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

メ
ン
バ
ー
四
家
族
十
三
名(

代
表 

渡
辺
さ

ん)

は
残
暑
厳
し
い
棚
田
の
稲
刈
り
に
心

地
よ
い
汗
を
流
し
た
。 

こ
の
メ
ン
バ
ー
は
昨
年
ま
で
続
い
た

県
主
催
の
三
河
の
山
里
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

参
加
者
で
、
四
谷
の
千
枚
田
に
魅
せ
ら
れ

た
親
子
で
も
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
は
田
植
え
、

田
の
草
取
り
、
稲
刈
り
な
ど
、
自
然
を
通

し
た
千
枚
田
の
応
援
団
で
も
あ
る
。 

                
 

視 

察 
 

九
月
十
六
日
、
衆
議
院
調
査
局
環
境
調

査
室
主
席
調
査
員 

花
房
久
美
課
長
さ
ん

一
行
三
名
が
四
谷
の
千
枚
田
を
訪
れ
ま

す
。(

応
対 

小
山
舜
二
保
存
会
長) 

ご
来
県
日
程
：
九
月
十
五
日 

①
愛
知
県
庁
【C

O
P

1
0

概
要
説
明
聴
取
】 

②
愛
・
地
球
博
記
念
公
園
視
察 

③
名
古
屋
国
際
会
議
場
視
察 

④
藤
前
干
潟
視
察 

九
月
十
六
日 

四
谷
の
千
枚
田
視
察 

景
観
環
境
整
備 

 

九
月
五
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
景
観

環
境
整
備
は
本
年
の
異
常
な
暑
さ
で
熱

中
症
患
者
で
も
出
た
ら
大
変
と
、
十
月
三

日
に
変
更
、
実
施
す
る
。 

Ａ
Ｚ
社
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 

十
月
八
日
、
恒
例
と
な
っ
た
ア
ス
ト
ラ

ゼ
ネ
カ
社
員
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
実
施
さ
れ
る
。 

講
師 

 

十
月
十
四
日
、
ふ
る
さ
と
保
全
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク(

全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合

会) 

主
催 

第
十
六
回
ふ
る
さ
と
水
と
土

基
金
全
国
研
修
会
が
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
青
尐
年
セ
ン
タ
ー(

東
京
都)

で
開

催
。
講
師(

９
０
分
講
座)

と
し
て
小
山
舜

二
が
招
か
れ
る
。 

行 
 

平
成
二
十
二
年
九
月
十
五
日 

 
 
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 


